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西域出土の唐代の幡について















































図１ 唐代典型的幡の各部名称 図２ 東大寺聖武天皇祭の懸幡
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関内道 33 12 36.4％ 0
河南道 30 27 90.0％ 8
河東道 22 6 27.3％ 0
河北道 30 20 66.7％ 5
山南道 36 25 69.4％ 4
右道 20 3 15.0％ 1
淮南道 12 12 100.0％ 1
江南道 51 31 60.8％ 7
剣南道 39 9 48.7％ 4
嶺南道 74 12 16.2％ 0
合 計 347 167 48.1％ 30
西 域 8 ― 0




















































































































































































































































































































(８) 例えば、Benjamin Walker, “Hindu World”,Allen & Unwin,London:1986,Vol.II pp.222-223
記載のドヴァジャロパナ(Dhvajaropn･a)の祭など。
(９) 例えば、『長阿含経』巻第４の『遊行経』第２には「使末羅童子挙牀四角 持幡蓋。 香散華
伎楽供養。」(大正１、27下)とあり、釈尊の遺体を幡で供養したことが見える。『根本説一切有













































爽。」(『中国歴代服装、染織、刺 辞典』江 美 出版社、2011年、111頁)。
(19) 大正54、955上。
(20)『新唐書』巻37地理志第27地理１～巻43地理志７(中華書局、959～1157頁)。
































(33) Aurel Stein, “Serindia”,Vol.II,Clarendon:1921,p.791.






































































図３ 北魏 敦煌文物研究所編『中国石窟 敦煌莫高窟』第１巻 図40(平凡社、1980年)、北周 同編
『中国石窟 敦煌莫高窟』第１巻 図165(平凡社、1980年)、隋 同編『中国石窟 敦煌莫高窟』第
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